
(57)【要約】

【課題】一本のチャンネルチューブによる常時給水の状

態と吸引の状態の切り換え操作を、簡単な装置で極めて

容易にワンタッチで行うことができる内視鏡の管路切換

装置を提供すること。

【解決手段】挿入部２内に挿通配置されて挿入部２の先

端に開口するチャンネルチューブ３と、外部吸引手段（

５０）に連通する吸引接続管１５ａと、外部給水手段（

６０）に連通する給水接続管１４ａとがシリンダ状部材

１２に連通接続されて、ピストン状部材２０がシリンダ

状部材１２内に押し込まれない待機状態においては、チ

ャンネルチューブ３に対して給水接続管１４ａが連通し

て吸引接続管１５ａが連通せず、ピストン状部材２０が

シリンダ状部材１２内に押し込まれた操作状態において

は、チャンネルチューブ３に対して吸引接続管１５ａが

連通して給水接続管１４ａが閉塞された状態に切り換わ

る。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
操 作 部 に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 外 方 に 付 勢 さ れ た 状 態 の ピ ス ト ン 状 部 材 が 軸 線 方
向 に 進 退 自 在 に 嵌 挿 さ れ た 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 で あ っ て 、
挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ て 上 記 挿 入 部 の 先 端 に 開 口 す る チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ と 、 外 部 吸 引
手 段 に 連 通 す る 吸 引 接 続 管 と 、 外 部 給 水 手 段 に 連 通 す る 給 水 接 続 管 と が 上 記 シ リ ン ダ 状 部
材 に 連 通 接 続 さ れ て 、
上 記 ピ ス ト ン 状 部 材 が 上 記 シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 押 し 込 ま れ な い 待 機 状 態 に お い て は 、 上 記
チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 対 し て 上 記 給 水 接 続 管 が 連 通 し て 上 記 吸 引 接 続 管 が 連 通 せ ず 、 上 記
ピ ス ト ン 状 部 材 が 上 記 シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 押 し 込 ま れ た 操 作 状 態 に お い て は 、 上 記 チ ャ ン
ネ ル チ ュ ー ブ に 対 し て 上 記 吸 引 接 続 管 が 連 通 し て 上 記 給 水 接 続 管 が 閉 塞 さ れ た 状 態 に 切 り
換 わ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 送 水 状 態 と 吸 引 状 態 と を 切 り 換 え 操 作 す る た め の 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
人 体 各 部 の 内 視 鏡 検 査 の う ち 、 例 え ば 胆 道 、 泌 尿 器 或 い は 婦 人 科 等 の た め の 検 査 に お い て
は 、 内 視 鏡 を 経 由 し て 観 察 対 象 の 臓 器 内 に 生 理 食 塩 水 を 常 時 循 環 さ せ な が ら 水 中 に お い て
内 視 鏡 観 察 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
た だ し 、 胆 道 や 泌 尿 器 等 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 は 胃 腸 等 を 検 査 す る た め の 内 視 鏡 の よ う に 挿
入 部 を 太 く す る わ け に い か な い の で 、 一 般 に 、 生 理 食 塩 水 を 送 水 す る た め の 独 立 し た チ ャ
ン ネ ル チ ュ ー ブ 等 は 設 け ら れ ず 、 吸 引 用 の チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ を 利 用 し て 生 理 食 塩 水 を 体
内 に 連 続 的 に 送 り 込 む よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
具 体 的 に は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ の 入 口 で あ る 処 置 具 挿 入 口 に 三 方 コ ッ ク を 取 り 付 け 、 生
理 食 塩 水 用 の 給 水 チ ュ ー ブ を 三 方 コ ッ ク に 接 続 し て 生 理 食 塩 水 を チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 流
し 込 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 生 理 食 塩 水 を 送 り 込 み な が ら 内 視 鏡 観 察 を 行 っ て い る 最 中 に 、 血 液 や 尿 等 に よ っ
て 観 察 部 位 周 辺 の 透 明 度 が 著 し く 低 下 し た 場 合 に は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ を 経 由 し て 吸 引
を 行 う 必 要 が あ り 、 そ の 操 作 は 操 作 部 に 配 置 さ れ て い る 吸 引 操 作 弁 に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ を 経 由 し て 吸 引 を 行 う 際 に は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 対 す る
生 理 食 塩 水 の 給 水 を 停 止 さ せ る 必 要 が あ る の で 、 吸 引 操 作 弁 の 操 作 を 行 う だ け で な く 、 そ
れ と 同 時 に 三 方 コ ッ ク の 開 閉 操 作 も 行 う 必 要 が あ り 、 手 術 中 に 内 視 鏡 観 察 を 行 っ て い る 術
者 に と っ て は 極 め て 煩 雑 で 面 倒 な 操 作 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 三 方 コ ッ ク に 代 え て 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な フ ッ ト ス イ ッ チ に
よ る 給 水 操 作 を 利 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ８ ７ ４ １ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ を 経 由 す る 給 水 の 操 作 を フ ッ ト ス イ ッ チ で 行 う よ う に す る と
、 構 成 が 非 常 に 複 雑 に な っ て し ま う だ け で な く 、 三 方 コ ッ ク の 場 合 の 手 に よ る 操 作 が 足 に
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よ る 操 作 に 代 わ っ た だ け で 、 吸 引 操 作 と は 別 に 給 水 停 止 操 作 を 行 う こ と が 必 要 で あ り 、 術
中 観 察 を 行 っ て い る 術 者 に と っ て 煩 雑 で 面 倒 な こ と に 変 わ り な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 一 本 の チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に よ る 常 時 給 水 の 状 態 と 吸 引 の 状 態 と の 切 り
換 え 操 作 を 、 簡 単 な 装 置 で 極 め て 容 易 に ワ ン タ ッ チ で 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 の 管 路 切 換
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 は 、 操 作 部 に 配 置 さ れ た シ リ
ン ダ 状 部 材 内 に 外 方 に 付 勢 さ れ た 状 態 の ピ ス ト ン 状 部 材 が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 嵌 挿 さ れ
た 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 で あ っ て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ て 挿 入 部 の 先 端 に 開 口 す る チ
ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ と 、 外 部 吸 引 手 段 に 連 通 す る 吸 引 接 続 管 と 、 外 部 給 水 手 段 に 連 通 す る 給
水 接 続 管 と が シ リ ン ダ 状 部 材 に 連 通 接 続 さ れ て 、 ピ ス ト ン 状 部 材 が シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 押
し 込 ま れ な い 待 機 状 態 に お い て は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 対 し て 給 水 接 続 管 が 連 通 し て 吸
引 接 続 管 が 連 通 せ ず 、 ピ ス ト ン 状 部 材 が シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 押 し 込 ま れ た 操 作 状 態 に お い
て は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 対 し て 吸 引 接 続 管 が 連 通 し て 給 水 接 続 管 が 閉 塞 さ れ た 状 態 に
切 り 換 わ る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ に お い て 、 １ は 内 視 鏡 の 操 作 部 、 ２ は 挿 入 部 で あ り 、 挿 入 部 ２ 内 に 挿 通 配 置 さ れ た チ
ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ３ の 先 端 ３ ａ は 挿 入 部 ２ の 先 端 に 開 口 し 、 操 作 部 １ と 挿 入 部 ２ と の 連 結
部 付 近 に 配 置 さ れ た チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ３ の 基 端 ３ ｂ に は 鉗 子 栓 ４ が 取 り 付 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
管 路 切 換 操 作 弁 １ ０ は 、 操 作 部 １ 内 に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ と 、 戻 し バ ネ ２ ５ に
よ っ て 外 方 に 付 勢 さ れ た 状 態 で 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ に 嵌 挿 さ れ た ピ
ス ト ン 状 部 材 ２ ０ と を 有 し て お り 、 操 作 部 １ 外 に 突 出 す る ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 先 端 に 取
り 付 け ら れ た 操 作 ボ タ ン １ １ を 任 意 に 押 し 込 み 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 底 部 に 接 続 さ れ た 連 通 管 １ ７ ａ が チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ３ の
基 端 近 傍 に 連 通 し 、 シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 側 面 部 に 接 続 さ れ た 吸 引 接 続 管 １ ５ ａ と 給 水 接
続 管 １ ４ ａ と が 、 外 部 吸 引 チ ュ ー ブ ５ ０ と 外 部 給 水 チ ュ ー ブ ６ ０ を 介 し て 図 示 さ れ て い な
い 外 部 吸 引 装 置 と 外 部 給 水 装 置 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ は 、 ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ が シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ 内 に 押 し 込 ま れ て い な い 管 路 切 換 操 作
弁 １ ０ の 待 機 状 態 を 示 し 、 図 ３ は 、 ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ が シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ 内 に 押 し 込
ま れ た 管 路 切 換 操 作 弁 １ ０ の 押 し 込 み 操 作 状 態 を 示 し て い る 。 図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 図
２ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 、 Ｖ － Ｖ 断 面 及 び Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
操 作 部 １ 内 に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ は 、 内 径 に 対 し て 窄 ま っ て い な い 形 状 の 口 元
部 分 が 操 作 部 １ の 外 面 に 開 口 す る 状 態 で 、 固 定 ナ ッ ト １ ３ に よ っ て 操 作 部 １ に 固 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 側 壁 面 に 軸 線 方 向 に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ た 吸 引 口 １ ５ と 給 水 口 １
４ に は 、 外 部 吸 引 チ ュ ー ブ ５ ０ に 連 通 す る 吸 引 接 続 管 １ ５ ａ と 外 部 給 水 チ ュ ー ブ ６ ０ に 連
通 す る 給 水 接 続 管 １ ４ ａ が 接 続 さ れ て い る 。 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ３ に 連 通 す る 連 通 管 １ ７
ａ は 、 シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 底 部 の 軸 線 位 置 に 形 成 さ れ た 共 通 口 １ ７ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 嵌 挿 さ れ た ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 側 面 に は
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、 図 ４ に も 示 さ れ る よ う に 位 置 決 め ピ ン ２ ０ ａ が 側 方 に 突 出 す る 状 態 に 取 り 付 け ら れ て 、
シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 口 元 部 分 に 形 成 さ れ た 直 線 溝 １ ２ ａ に 係 合 し て お り 、 そ れ に よ っ て
、 ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ が シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ 内 に お い て 回 転 し な い よ う 位 置 決 め さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 突 端 側 半 部 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ た ピ ス ト ン 受 け 筒 ２ ２ の 外 周 面 に
は 、 固 定 ナ ッ ト １ ３ に 対 し て 係 脱 自 在 な 爪 を 有 す る 弾 力 性 の あ る プ ラ ス チ ッ ク カ バ ー ２ ２
ａ が 、 ピ ス ト ン 受 け 筒 ２ ２ を 一 体 に イ ン サ ー ト し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 突 端 部 に は 、 操 作 ボ タ ン １ １ の 取 り 付 け 座 で あ る ボ タ ン 座 ２ ４ が 螺
合 連 結 さ れ て お り 、 そ の ボ タ ン 座 ２ ４ と ピ ス ト ン 受 け 筒 ２ ２ の 底 面 と の 間 に 圧 縮 コ イ ル ス
プ リ ン グ か ら な る 戻 し バ ネ ２ ５ が 挟 み 込 ま れ た 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。 ２ ６ は 、 操 作 ボ タ
ン １ １ の 軸 線 位 置 に 嵌 め 込 ま れ た 指 標 用 筒 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に し て 、 ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ と 操 作 ボ タ ン １ １ と が 一 体 的 に 結 合 さ れ て 、 戻 し バ
ネ ２ ５ に よ り 常 に 外 方 （ シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 口 元 か ら 突 出 す る 方 向 ） に 付 勢 さ れ た 状 態
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 底 部 側 の 部 分 に Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ た 連 通 孔 ２ １ は 、 ピ ス ト ン 状 部 材
２ ０ の 底 面 と 側 面 と に 開 口 し て い て 、 図 ２ に 示 さ れ る 待 機 状 態 に お い て は 共 通 口 １ ７ と 給
水 口 １ ４ と を 連 通 さ せ 、 図 ３ に 示 さ れ る 押 し 込 み 操 作 状 態 に お い て は 共 通 口 １ ７ と 吸 引 口
１ ５ と を 連 通 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 外 周 部 に は 、 底 部 に 隣 接 す る 位 置 に 端 部 シ ー ル 部 材 ３ ０ が 取 り 付 け
ら れ 、 図 ３ に 示 さ れ る 押 し 込 み 操 作 状 態 に お い て 給 水 口 １ ４ と 吸 引 口 １ ５ の 両 方 に ま た が
る 位 置 に 中 間 部 シ ー ル 部 材 ３ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
端 部 シ ー ル 部 材 ３ ０ は 、 ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 外 周 部 と 共 通 口 １ ７ と の 間 を 常 に シ ー ル す
る よ う に 全 周 に わ た っ て シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 内 周 面 に 密 接 し て お り 、 シ リ ン ダ 状 部 材 １
２ に 対 す る 摺 動 抵 抗 を 小 さ く す る た め に 略 八 の 字 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
中 間 部 シ ー ル 部 材 ３ １ は 、 待 機 状 態 に お い て は 給 水 口 １ ４ と 連 通 孔 ２ １ と の 連 通 部 か ら そ
の 外 側 へ の 漏 れ を 防 止 し 、 押 し 込 み 操 作 状 態 に お い て は 給 水 口 １ ４ を シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２
の 内 部 か ら 完 全 に 閉 塞 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ の よ う に 機 能 す る よ う 、 図 ５ に も 示 さ れ る よ う に 、 中 間 部 シ ー ル 部 材 ３ １ は ピ ス ト ン 状
部 材 ２ ０ に 対 し て 向 き が 狂 わ な い よ う に ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ に 対 す る 嵌 め 込 み 部 ３ １ ｂ が
設 け ら れ て 位 置 決 め さ れ 、 押 し 込 み 操 作 時 に 給 水 口 １ ４ に 対 向 す る 部 分 に は 開 口 シ ー ル 部
３ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 連 通 孔 ２ １ の 側 面 開 口 は 、 図 ６ に も 示 さ れ る よ う に 中 間 部 シ ー ル 部 材 ３ １ を 突 き 抜
け て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 中 間 部 シ ー ル 部 材 ３ １ を ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ に ゴ ム ラ イ ニ ン
グ し て ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ と 一 体 的 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ の 突 出 部 寄 り の 位 置 に は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 待 機 時 に
大 気 と 吸 引 口 １ ５ と を 連 通 さ せ る た め の 通 気 孔 ２ ０ ｂ が ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ を 横 方 向 に 貫
通 す る 状 態 に 穿 設 さ れ て お り 、 そ の 他 に も 、 シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ 内 に お い て 、 通 気 孔 ２ ０
ｂ と 吸 引 口 １ ５ と の 間 を 連 通 さ せ る 隙 間 が 、 ピ ス ト ン 状 部 材 ２ ０ 及 び 中 間 部 シ ー ル 部 材 ３
１ の 周 囲 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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そ の 結 果 、 図 ２ に 示 さ れ る 待 機 時 に は 、 各 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 、 通 気 孔 ２ ０ ｂ 等 を 経 由
し て 外 気 が 吸 引 接 続 管 １ ５ ａ 側 に 吸 引 さ れ 、 一 方 、 給 水 接 続 管 １ ４ ａ か ら 送 り 込 ま れ た 水
（ 生 理 食 塩 水 ） が 連 通 管 １ ７ ａ を 通 っ て チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ３ に 送 り 出 さ れ て 、 常 時 送 水
状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 そ の 状 態 か ら 操 作 ボ タ ン １ １ を 押 し 込 み 操 作 す る だ け で 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に
、 給 水 接 続 管 １ ４ ａ が シ リ ン ダ 状 部 材 １ ２ の 内 側 で 閉 塞 さ れ る と 同 時 に 、 連 通 管 １ ７ ａ を
経 由 し て チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ３ か ら 吸 引 接 続 管 １ ５ ａ に 吸 引 が 行 わ れ て 、 体 内 汚 液 等 が 吸
引 さ れ る 。 そ し て 、 操 作 ボ タ ン １ １ の 押 し 込 み 操 作 を 解 除 す れ ば 、 直 ぐ に 、 元 の 常 時 送 水
状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ピ ス ト ン 状 部 材 が シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 押 し 込 ま れ な い 待 機 状 態 に お い て
は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 対 し て 給 水 接 続 管 が 連 通 し て 吸 引 接 続 管 が 連 通 せ ず 、 ピ ス ト ン
状 部 材 が シ リ ン ダ 状 部 材 内 に 押 し 込 ま れ た 操 作 状 態 に お い て は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に 対
し て 吸 引 接 続 管 が 連 通 し て 給 水 接 続 管 が 閉 塞 さ れ た 状 態 に 切 り 換 わ る よ う に し た こ と に よ
り 、 一 本 の チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ に よ る 常 時 給 水 の 状 態 と 吸 引 の 状 態 の 切 り 換 え 操 作 を 、 簡
単 な 装 置 で 極 め て 容 易 に ワ ン タ ッ チ で 行 う こ と が で き 、 手 術 中 の 内 視 鏡 観 察 操 作 を 術 者 が
負 担 な く 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 配 管 を 示 す 略 示 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 の 待 機 状 態 （ 送 水 状 態 ） の 側 面 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 管 路 切 換 装 置 の 押 し 込 み 操 作 状 態 （ 吸 引 状 態 ） の 側 面
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 ２ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 ２ に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 ２ に お け る Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 操 作 部
２ 　 挿 入 部
３ 　 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ
１ ０ 　 管 路 切 換 操 作 弁
１ １ 　 操 作 ボ タ ン
１ ２ 　 シ リ ン ダ 状 部 材
１ ４ 　 給 水 口
１ ４ ａ 　 給 水 接 続 管
１ ５ 　 吸 引 口
１ ５ ａ 　 吸 引 接 続 管
１ ７ 　 共 通 口
１ ７ ａ 　 連 通 管
２ ０ 　 ピ ス ト ン 状 部 材
２ １ 　 連 通 孔
２ ５ 　 戻 し バ ネ
３ ０ 　 端 部 シ ー ル 部 材
３ １ 　 中 間 部 シ ー ル 部 材
５ ０ 　 外 部 吸 引 チ ュ ー ブ
６ ０ 　 外 部 給 水 チ ュ ー ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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